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1917年１月のロシア船籍タンカー「ナホトカ号」および同年７月のパナマ船籍タンカー「ダ

イヤモンドグレース号」等の大規模な油流|}(那故による海洋汚染が相次いで起こった曇また原

1八1勝ｲ<11)jの11ｌｂ洲被齊も依然として後を絶たない状況にあＩ)．平成10年)蝋(《雄rl稗によると平Mii9

ｲﾄﾞ腱の↑''1汚染半,likのｲﾉ|:数と，|:l｢リルている被鱒金WlXは，それぞれ，２８件および''億’千万''１と報告

されている。このように,流出’１１１事故は海洋汚染の主要な原lklの一つである。

流出油事故による被害実態の把握および被害防止対策検討のためには，流出油が水瀧資源およ

び水城化態系に与えた影稗をIlH｛ＭＩｉに把握する必繋がある。化態系膨糾評Illiのためには，#:１１１it直後

の状》,｣を把握しなければならないために，逃やかに調祷l1iljを企I111i・立案し，調査を実iIjするこ

とが要求される。一方，流HWlllの生態系影響の解析と評価のためには．適切な調査手法の採用は

言うまでもなく，例えば流出ｉｌＩｌ成分の分析法のように孫)、した手法の桁)典とlljl界をjI111l1iすること

が璽要である。旅llw''１斗illii:の'１膠郷は広範|ﾙ|の水域に」Aぶことが多いために，多くの機|↓Uによる共

|i了l鋼森を実施する必要がある。ノ即1調査の実施においては．’淵査結果のｲMw:の比較検討および総

合的解析のためには手法の統一が必須である＠

流lLMllによるｉｈｊ排汚染調査手法は，「海洋蝋｣蹴訓沓法」（''79)，「沿岸伽洋調森マニュアル''」

〔水賀．微q具物#,lii〕（'９，()）など多くの替物にまとめられている。しかし，ｆｆ分野嫁に分散して執

筆されているのが｣1M状であI)，流ｌｌ１油の海洋生態系影響をキーワードにして'洲査法をまとめた書

物は見当たらない。

水i[!':は，ナホトカ号ｍ流''}ｻﾞﾙ'に生態系影紳訓在に関与した研究者が'１１心となって収I)まとめた

ものである。総論において流ｌｌｗ１Ｉ１の海洋と'二態系に及ぼす彩紳を概観し，海洋ﾉ'２態系影糾評１１'iのた

めに必要な調査事項を提示するとともに，各iiliにおいて，プランクトン，付着生物，庇/Ｍ２物や

魚類の卵稚仔に対する影響評IilIiのための野外調査の実施方法，流出iliIによる海洋汚染状ｶﾑ調査方

法ｉ,|,分および流lIwll,成分やi1l,処理剤の分析方法，流ｌｌ１ｆ１ｌ１の有害性評illiのための化態議性試験方

法およびili,臭魚の’１，(能試験方法など流ＩＩｗｌｌ１の形IiMlliiM査全般について，笑際にiilM森を炎施すK)炊場

でとりまとめた。１２でも述べたように，油流'１１４Ｊ:１１旗緊急調査は速やかに喪施しなければならない

が，調査計画の企両．立案．訓'Ｉｌｆの実施，結果の解析の円滑な推進において、本書が適切な指針

として役立てば準いである。
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